
代表取締役会長兼社長 村田恒夫挨拶

2020年３月期決算の概要ですが、
市場環境としましては、５G関連での需要の拡大はありましたが、電子部品の在庫
調整の影響を受け需要に弱さが見られました。
その結果、売上高は、前年比3％の減収、営業利益は前年比5%の減益となりまし
た。

なお、業績予想と比較しますと、スマートフォン向けの売上が予想を上回ったことや、
固定費の圧縮が進んだことで、売上高、営業利益ともに上振れとなりました。

次期2021年3月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルスの影響を正確

に見積もることが困難な状況ではありますが、主要なセット台数の一定の減少を前
提に置き、売上高は7％の減収、営業利益は17%の減益を予想し、設備投資は
2,000億円を計画しております。極めて先行きが不透明な中、短期的な経営へのイ

ンパクトの最小化と、中長期的な成長機会への備えの両面を意識しながら事業運
営を行ってまいります。
また、株主還元に関する方針を変更し、新たにDOE（株主資本配当率）を株主還元

指標として採用することとしました。厳しい事業環境下ではありますが、新方針に基
づき、2021年3月期の年間配当金は1株あたり110円と、前年比で13円の増配を予
定しています。
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説明者：南出雅範
取締役上席執行役員 企画管理本部 経理・財務・企画管理グループ統括部長

新型コロナウイルスの影響をまとめております。
詳細は割愛いたしますが、今年の2月に中国で、3月以降ASEANのフィリピンやマレーシア
の工場で生産停止等の影響を受けております。
資料にてマレーシアは12日に生産再開予定としておりますが、直近の情報では5月4日か
ら全面生産再開が決定しております。
また、日本国内では3拠点で新型コロナウイルスの感染者が出ております。なお、現在は
生産は再開しております。

※説明内容は2020年4月30日時点の状況に基づくものです。
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四半期の業績推移のグラフになります。
この中で2点だけコメントさせていただきます。
１つは、第4四半期は通常の季節変動並みですが、実需は確実に第4四半期に落

ちていると思われますが、当社の売上はそれほど落ちておりません。我々の分析
では、来期に反動減が起こるような前倒しの取り込みとしておよそ300億円程度が
第4四半期の売上に含まれると分析しております。
2つ目は、第4四半期の一時費用として、2017年度に買収しましたＶｉｏｓ社ののれん
の減損39億円、その他の資産の廃棄損がおよそ40億円が減益要因として含まれ
ております。
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業績の概要になります。
2019年の売上高は前年比2.6％減の1兆5,340億円、営業利益は同比5.1％減の
2,532億円でした。
増減の内容につきましては、資料に記載の通りです。
10月に発表した業績予想との差についてですが、売上高は240億円の上振れ、営
業利益は232億円の上振れとなっております。詳細な増減益分析は資料の36ペー
ジをご確認ください。
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説明は割愛いたします。
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特徴的な点としましては、2019年前半はコンデンサのサプライチェーン上の在庫調
整の影響で落ち込んでいましたが、第3四半期から受注が増加し始めました。

サプライチェーン上のコンデンサの在庫調整はほぼ解消に向かいましたが、その
中で新型コロナウイルスの影響が第4四半期に発生したというのが今期の特徴で
す。
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多くの品種で前期比マイナスとなりましたが、モジュール事業のみ+2.6%の増収とな
りました。各品種の増減理由は次ページをご覧ください。
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詳細は割愛いたします。

特徴的な動きとしては、コンデンサで基地局が堅調でした。また。自動車向けは市
場は弱かったですが、電装化や員数増で売上は増加しました。一方で、コンデンサ
全体としてはサプライチェーン上の在庫調整の影響もあり、全体としては減収となり
ました。

モジュールについては、増収の要因は通信機器用モジュールがスマートフォン向け
で伸長したためです。
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詳細は次ページをご覧ください。
家電その他につきまして、前期比22.1%減収となっておりますが、背景としてはサプ

ライチェーン上の在庫調整の影響と電池事業においてパワーツール向けで減少し
たことが大きな要因です。
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詳細は割愛いたします。
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コンポーネントにつきましては、前期比で減収減益となりました。理由としましては、
コンデンサの売上が前期比微減であったこと、電池事業の売上が減少したこと、第
2四半期に計上した電池事業での減損損失（約200億円）の影響によるものです。

モジュールにつきましては、前期比で増収増益となっております。増収については
通信機器用モジュールでの売上増加、利益については2018年度にメトロサークの
減損損失を計上しましたが、2019年度は発生していないこと、一方でＶｉos社ののれ

んの減損損失をモジュールセグメントで計上しており、それらを合計した結果、増益
となっております。

Ｖｉｏｓ社について、医療用のバイタルセンシングシステムですが、ビジネスモデルと
しては買収当初に思い描いていた通り、医療機関向けの評判は良いが、現在デバ
イスやセンサの使用方法等で改善が必要ということで、思うように売上が立ってお
らず一部減損損失を計上することになった。当社のヘルスケア事業部全体でサ
ポートしながら、改善に向けて取り組んでいます。
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準変動費・固定費には減損損失の影響や資産廃棄の影響を含んでおりますが、
2019年度はコスト削減にも積極的に取り組んだということで変動要因としてはプラ
ス方向に出ております。
品種構成その他では、貴金属売却益78億円が計上されております。
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キャッシュフローは、当期純利益は今期減益でしたが、棚卸資産の減少によりフ
リーキャッシュフローは増加しております。
また、2018年度・2019年度共に設備投資のための資金調達として社債を発行して
おります。
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売上高は2019年度比6.8％減の1兆4,300億円、営業利益は同比17.1％減の2,100
億円を計画しております。

いくつか前提条件を置いて見通しを作成しておりますが、なにぶん極めて不透明な
中での業績見通しの作成ですので、仮に変動がありましたら速やかに見通し修正
の開示をさせていただきます。
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スマートフォン、自動車について新型コロナウイルスの影響が出てくると想定し、台
数前提として2019年度比でスマートフォンは10％減、自動車は20％減という前提で
業績見通しを組んでおります。
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新型コロナウイルスの影響で全般的に厳しいですが、コンデンサに関しては、新型
コロナウイルスによる需要減もございますが、2019年度に発生したサプライチェー
ン上の在庫調整の影響が2020年度は無くなるということで売上としては横ばいを計
画しております。
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ＡＶ機器と家電その他以外は減収を計画しております。家電その他はコンデンサの
在庫調整影響の反動増も含んでおります。
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詳細は割愛いたします。
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新型コロナウイルスの影響を定量的に出すことは非常に難しいですが、当社の試
算では売上高で1,700億円程度の売上減の影響があったものと推定しております。
逆に申し上げますと、新型コロナウイルスの影響がなければ2020年度の売上高は
1兆6,000億円程度だったのではないかと思われます。
また、この影響額には冒頭申し上げた前倒しの300億円の影響も含まれております。

前提条件としては、新型コロナウイルスの感染拡大が上期中に収束すること、また
新型コロナウイルスを原因とした生産拠点の停止が新たに発生しないことを前提に
業績見通しを組み立てております。
業績見通し変動の機会とリスクは記載の通りになります。
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売上高が減るのに操業度益が発生する理由ですが、1つは計算前提として売価値
下げ前の生産高をベースに計算していること、また2020年度に在庫を積み増す計
画であることといったものになります。
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詳細は割愛いたします。

25



第2四半期以降に売上が回復していくことを想定しております。
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2020年度は年間配当を13円増配を計画しております。
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詳細は割愛いたします。
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業績見通しを前提にすれば、配当性向は47％、株主資本配当率（ＤＯＥ）4.1％を計
画しております。

新型コロナウイルスの影響で先行きが不透明でありますので、当配当予想は今回
発表の業績見通しをもとにしたものになります。
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